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纏

この項目では、標識としての纏（まとい）について記述しています。仏教用語の

纏（てん）については「煩悩」を、漫画の登場人物については「こちら葛飾区亀

有公園前派出所の登場人物#葛飾署・新葛飾署ほか」を、ET-KING のシングルに
ついては「纏 (ET-KINGの曲)」をご覧ください。

纏（まとい）とは、江戸時代に町火消が用いた、自分たちの組であることを示す

もの。纏は各組により様々な意匠が凝らしてある。概ね、上部に組を表す頭があ

り、馬簾と呼ばれる房飾りがついている。下部は木の棒になっていて手に持って

使う。

江戸時代の江戸では、武家屋敷で発生した火災は大名と旗本が消火活動にあたり、

町人が住む地域の火災は町人の手による消火活動が行われていた。

江戸の大半を焼失する明暦の大火後の 1658年（万治元年）には江戸中定火之番（定
火消）が設置された。火災時には旗本が火消屋敷に常駐している臥煙と呼ばれる

消防員の指揮をとり出動していたが、その際に用いた馬印が、纏の始まりになっ

たといわれる。

消火活動においては、「纏持ち」と呼ばれる火消がこれを持ち、風下の屋根の上に

あがり、放水や建物の破壊など消火活動の目印としてなどして用いられた。
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